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2 年理数科先端科学研修報告 

 10月 14日（水）、2 年理数科生徒 35名は嶺南の２つの科

学研究機関を訪れ、自然に触れ、科学の力を実体験してきま

した。 

 

   中池見湿地での活動 

 

 午前中は敦賀市街地の北東側に位置した中池見湿地を訪れ

ました。ここは周囲を３つの山に囲まれた盆地状の湿地で、

地下には、約 10万年の気候変動を記録した、世界屈指の厚さ

40 メートルの泥炭層が確認されています。また、生物多様性

の点でも注目され、60種類以上の絶滅危惧種を含む約 3,000

種が確認されています。 

 生徒たちは、草原の中を流れる水路の小道を歩きながら、

トンボやシマヘビ、メダカ、カエル、亀などの生き物を観察

し、豊かな自然を満喫しました。しかし、この自然も人の手

が入らないと保全が難しいということも学びました。 

 

 

 

 

     きいぱすでの活動 

 

午後からは、美浜町エネルギー環境教育体験館「きいぱす」に

行きました。「きいぱす」とは keep us, Keep the Earth clean, 

Key.passの３つの要素を持っています。ここでは、エネルギー環

境教育に特化したさまざまな体験を通して、身近にあるエネルギ

ーの特徴を理解し、日々の暮らしや地球環境について考える力を

養う体験ができます。 

生徒たちは、「電気を届ける仕組み」や「エネルギーを賢く使

う」方法など、いくつかの実験を体験しながら身近な電気につい

て学びました。その中で「昼の電気使用量が 1番多いが、どうや

って対応するのか」についての説明もありました。環境問題が多

く取り沙汰される中、生徒たちも真剣に考えながら講義に参加し

ていました。  
 

【参加生徒の感想】 

・福井に貴重な土地があることを初めて知った。また、珍しい生き物や植物を直で見ることができて楽しか

った。 

・送電の話では、省エネに対する意識も高まり、また省エネすることで電気代も削減でき、地球にも人にも

優しく、非常にメリットが大きいことがわかった。ほかの人にも今回学習した送電の仕組みを伝えていき

地球環境の維持に努めたい。 

【担任の先生の感想】 

・福井県にありながら、訪問した生徒がほとんどいなかった中池見湿地でしたが、生徒たちは湿地に存在す

る生物や植物に直に接することができ、有意義な時間を過ごすとともに、絶滅危惧種の保護や湿地自体の

保全などの必要性を強く感じるようになった。また、きいぱすでは実験を通して省エネの方法や長距離送

電の方法など身近なことから電気について理解を深めることができた。 


